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平成21年７月１日（２）

７
月
１
日
よ
り

　       
サ
ー
ビ
ス
開
始
！

光
　
昨
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
「
道
志
村
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」
が
、

７
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
事
業
で
は
、
村
が
行
う
サ
ー
ビ

ス
、
民
間
事
業
者
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
２
種
類
を
提
供
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
村
と
民
間

事
業
者
が
連
携
し
て
取
り
組
み
、
村
が
所
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
を
貸
し
出
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

が
提
供
す
る
次
世
代
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」

が
順
次
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
が
、
４
月
よ
り
各
家
庭
に
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
「
行
政
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
」
と
な
り
ま
す
。
各
家
庭
に
設
置
し
た
「
告
知
用
端
末
」
を
使
い
、
「
行
政
情
報
」

及
び
「
防
災
情
報
」
を
瞬
時
に
各
家
庭
に
届
け
ま
す
。
ま
た
、
村
内
無
料
Ｉ
Ｐ
テ
レ
ビ
電

話
と
し
て
も
利
用
で
き
、
相
互
通
信
機
能
も
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。
村
で
は
、
今
回
整
備
し
た
通
信
基
盤
を
活
用
し
、
今
後
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
電
話
の
電
話
番
号
は
、
一

部
を
除
き
現
在
の
電
話
番
号
（
例
５

２―

２
○
○
○
等) 

と
な
り
ま
す
。

又
、
道
志
村
以
外
の
地
域
の
電
話
に

か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
告
知

用
端
末
の
電
源
は
切
ら
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
機
械
が
故
障
し
た
場
合
、
自
然
災

害
等
の
や
む
を
得
な
い
場
合
は
役
場

で
修
理
し
ま
す
。
た
だ
し
、
落
と
し

た
り
し
た
場
合
の
修
理
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

○
告
知
用
端
末
の
使
用
料
と
し
て
、

一
台
に
つ
き
、
月
１
０
０
円
徴
収
し

ま
す
。
徴
収
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
し
た
い

方
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
代
理
店
等
を
通
し

て
申
込
み
可
能
で
す
。
又
、
申
込
み

方
法
が
不
明
な
方
は
下
記
電
話
番
号

ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
山
梨
県
で
初
の
試
み
と
し
て
、
自

治
体
様
と
連
携
し
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
を
活
用
し
た
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
道
志
村
様
で
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
く
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
改

め
て
道
志
村
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

併
せ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
一
環
と

し
て
、
Ｉ
Ｐ
告
知
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
行
政

情
報
提
供
や
防
災
情
報
発
信
が
可
能
と
な

り
、
村
民
の
皆
様
の
利
便
性
が
向
上
さ
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
道
志
村
様

と
一
緒
に
な
っ
て
若
者
の
定
住
化
や
企
業

誘
致
等
も
っ
と
便
利
で
、
も
っ
と
豊
か
な

む
ら
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利
用
に
関
す
る

　
　
注
意
点
に
つ
い
て

ＮＴＴ東日本
研究開発センタ所長
（前山梨支店長）

問合わせ先

道志村役場総務課

　財政・政策グループ

　☎ 0554-52-2111

　

ＮＴＴ東日本山梨支店

　法人営業部

　☎055-231-4388

告知用端末
（フレッツフォン）

道
志
村
全
域
に
お
い
て
、

　
　
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能
に
！



（３）

長寿医療制度における保険料軽減措置について

●長寿医療制度における保険料軽減措置について

平成21年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割又は２割軽減措置）に加え、

以下の軽減措置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確認くだ

さい。

①　世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が33万円以下の方

→　本来は均等割が７割軽減ですが、平成21年度は８.５割軽減となります。

②　①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得

がない※世帯の方

※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合です。

→　平成21年度から均等割が９割軽減となります。

③　長寿医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であった方

→　平成21年度は均等割が９割軽減となります。

④　年金収入が１５３万円以上２１１万円以下の方

※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が９１万円以下である場合は対象となります。

→平成21年度と同様に所得割が５割軽減となります。

●国民健康保険及び長寿医療制度の保険料のお支払い方法について

平成21年度以降の保険料のお支払いは、以下の２通りの方法からお選びいただけます。

※年金の受給額が年額１８万円未満の方、国民健康保険又は長寿医療制度の保険料と介護保険料の合計額が

年金受給額の二分の一を超える方は、口座振替又は納付書によるお支払いとなります。

①「年金」からのお支払い

特にお手続きいただく必要はありません。

②「口座振替」でのお支払い

10月以降口座振替でお支払いいただくためには、７月31日までに住民健康課にてお手続きください。

口座振替への変更に関し、ご注意いただきたいこと

１．お手続きに際しては、口座振替依頼書の提出が必要ですので、①振替口座の預金通帳、②通帳の

お届け印、③国民健康保険証又は長寿医療制度の被保険者証をお持ちくださるようお願いします。

２．世帯主又は配偶者の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により

支払った方に適用されます。これにより、世帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があり

ます。

３．これまでの納付状況等から、口座振替への変更が認められない場合があります。

●後期高齢者医療の被保険者証が更新されます

現在お持ちの『後期高齢者医療被保険者証』の有効期限は７月31日です。

８月１日から使用できる保険証は７月下旬に簡易書留で送付します。

◎被保険者証の色は紫から茶色に変更されます。



平成21年７月１日（４）

◎有効期限は平成２２年７月３１日までとなっております。

■後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証について

既に認定を受けている被保険者様についての資格は引き続き認定されています。

◎後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の色は昨年と同じです。

◎有効期限が平成22年７月31日までとなっております。

■有効期限の切れた『後期高齢者医療保険証』は

◎道志村国保診療所・歯科診療所、又は役場住民健康課まで返還していただくか、はさみ等で細かく

裁断するなど廃棄処理してください。

◎医療機関にて診療等を受ける場合には、８月１日より更新された被保険者証を提示していただきま

すようよろしくお願いいたします。

●医療・介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を
軽減します

＜高額医療・高額介護合算療養費制度＞

○　世帯内の長寿医療制度の加入者の方全員が、一年間に支払った医療保険と介護保険の

自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。

平成21年度の支給要件・支給額

○　この制度は、通常、毎年８月からその翌年の７月末までの医療保険と介護保険の自己

負担をもとに支給額を計算します。但し、平成２１年度は、次のように支給額を計算し

ます。

（１）世帯内の長寿医療制度の加入者の方全員が、平成20年４月から平成21年７月末までに支払った医

療保険・介護保険の自己負担が次の基準額を超える場合に、支給します。

（２）平成20年８月から平成21年７月末までの自己負担が、次のカッコ内の額を超える場合には、その

超えた額と（１）により計算した支給額とを比べ、大きい額を支給します。

（１）の額��（２）の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���������������������������������������������������������

①　被保険者証の負担割合が「３割」となっている方　・・��８９�万円��(６７�万円)

②　①�・③�・④�以外の方　　　　　　　　　　　　　・・��７５�万円��(５６�万円）　

③　世帯員全員が市町村民税非課税の方　　　　　　　・・��４１�万円��(３１�万円）

④　③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下※の方・・��２５�万円��(１９�万円）

※年金収入80万円以下等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　

（注）「上記の金額＋５００円」が基準額となり、自己負担がその額を超える場合に、

「自己負担−上記の額」を支給することとなります。

—�支給の対象となる方へのお知らせ及び申請手続きについての留意点—

○�支給の対象となる被保険者の方には、個別にお知らせします。お知らせが来た場合は、

下記の窓口に�申請してください。

具体的な手続きやご不明な点については、下記の窓口までご相談ください。

道志村役場　住民健康課�（TEL 52−2113�）



入　札　結　果
公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第８条第１項に基づき入札結果を公表します。

工事
番号

1

2

3

4

富士急建設㈱・㈱コバヤシ工業・川
上建設㈱・三和建設㈱・芙蓉建設㈱

診療所整備工事 富士急建設㈱ ¥106,000,000 ¥108,600,000

¥11,960,000

¥18,940,000

¥41,280,000

６月13日
〜12月９日

落札率 指　名　業　者

97.6％

㈲スギモトデンキ・堀内電気㈱・㈲
金子電気・芙蓉実業㈱・井出電気㈱

診療所整備工事
（電気設備）

㈲スギモトデンキ ¥11,360,000
６月23日
〜12月９日 95.0％

㈲佐藤設備・㈲太田水道工務店・三
協設備㈱・㈲宮下設備工業

診療所整備工事
（機械設備）

㈲佐藤設備 ¥18,590,000
６月23日　
〜12月９日 98.2％

富士急建設㈱・㈲池谷工務店・川上
建設㈱・長田産業㈱・芙蓉建設㈱

福祉センター
改修工事 長田産業㈱ ¥40,000,000

６月23日
〜12月９日 96.9％

5 ¥25,810,000
㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・志村工
業㈱・㈲渡辺工務所

林道椿大室指線
改良工事 ㈱佐藤工業所 ¥25,000,000

６月30日
〜１月15日 96.9％

6 ¥25,810,000
㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・志村工
業㈱・㈲渡辺工務所

林道掛水線
舗装工事 ㈲渡辺工務所 ¥25,200,000

６月30日
〜１月15日 97.6％

工　事　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

※道志村ホームページにて詳細がご覧いただけます。

建設工事

委託
番号

10

11

陸地測量㈱・国土情報開発㈱・㈱リナン・
東洋測量設計㈱・㈱甲斐コンサルタント

道志村地籍調査事
業業務委託

都留消防署道志出張所建設
工事実施設計業務委託

陸地測量㈱ ¥13,600,000 ¥14,020,000

¥3,050,000

６月23日
〜３月25日

落札率 指　名　業　者

97.0％

佐藤設計企画室・山口建築設計事務
所・㈲団設計㈲団設計 ¥2,806,000

６月30日
〜８月31日 92.0％

委　託　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

業務委託

（５）

道志村緊急中小企業支援利子補給制度のご案内
村では、世界的な金融危機等の影響を受けて急激に厳しさが増している中小企業の皆様への支援策

として、次のとおり「道志村緊急中小企業支援利子補給制度」を創設しましたので、ご活用ください。

１　制度の概要

○利子補給の対象となる融資

平成20年10月31日から平成22年3月31日までに「原材料価格高騰対応等緊急制度」及び

「山梨県商工業振興資金融資制度」の融資を受け金融機関等から借入をしたもの

○利子補給の対象のなる方

中小企業基本法第２条各号に掲げる者であって、上記の対象となる融資を受けられた方で、

村内に店舗、工場又は事業所を有し、かつ、２年以上の営業実績を有し、村税等を完納して

いる村内居住者

○補給率　　　対象額（限度額1000万円）の年１％以内

○補給期間　　利子補給の対象となる融資の返済開始から24ヶ月（２年）以内

２　申請の手続き

○利子補給の対象になる方は、村の定める申請書を毎年度内に下記の担当課に申請してください。

３　留意点

○本制度は、期間を限定した制度となっていますので、ご注意ください。

○本制度は、予算の範囲内での補給制度となっていますのでご注意ください。

●詳しくは、下記の担当まで問合わせください。●

道志村役場　産業振興課　商工担当　TEL 52−2114

緊急!! 道志村緊急中小企業支援利子補給制度のご案内



【採用予定職種及び人員】 事務職　１名程度

【受験資格】

【受付期間】　平成21年７月21日（火）から８月11日（火）までの土・日曜日及び祝祭日を除く

午前９時から午後５時30分まで。なお、郵送の場合は８月12日必着。

【受付場所】　道志村役場　総務課

【受付申込手続き】申込用紙は、道志村役場総務課の窓口に用意してありますので受領してください。

採用試験の日程及び場所

�第一次試験�　　日時　平成21年９月20日（日）���場所　山梨大学

【問合わせ先】 道志村役場総務課�総務・行政担当　TEL 52−2111

平成21年度 自衛官等募集案内

平成21年度 村役場職員募集

平成21年７月１日（６）

受験区分　　　　    年　　齢　　要　　件　　　　　　　　要　　　　　　　　件

事 務 職 Ⅰ 種　 昭和56年４月２日から　　　　　　　 大学を卒業した者、卒業見込みの者
昭和63年４月１日までに生まれた者　 及びこれらと同程度の学力を有する者

事 務 職 Ⅱ 種　 昭和59年４月２日から　　　　　　　 高校を卒業した者、卒業見込みの者
平成４年４月１日までに生まれた者 及びこれらと同程度の学力を有する者

Ⅰ・Ⅱ種共通　 道志村に定住している者、又は定住予定者

受付期間資　格募集種目区　分 試験期日 待　遇・その他

部隊の
第一線
で活躍

8月1日
〜9月11日

18才以上
27才未満の者

２等陸・海・空士

部隊の
即戦力

陸・海・空
一般曹候補生

パイロット
を目指す

海・空
航空学生

正看護師
を目指す

看護学生
（男・女）

指揮官を
目指す

防

衛

大

学

校

推　薦

一　般

医師を
目指す

防衛医科大学

最年少
の国家
公務員

高等工科学校

高卒
（見込み含）
21才未満の者

高卒
（見込み含）
24才未満の者

高卒
（見込み含）
21才未満の者、
高等学校長の推
薦等が必要

高卒
（見込み含）
21才未満の者

中卒
（見込み含）
17才未満の者

9月7日
〜10月2日

9月5日
〜9月9日

9月7日
〜10月2日

11月上旬
〜1月上旬

男子
9月22日
9月29日
3回目以降
別途公示
女子
9月28日

1次試験
9月19日

1次試験
9月23日

1次試験
10月24日

9月26日・
27日

1次試験
11月7日・

8日

1次試験
10月31日・
11月1日

1次試験
1月中旬

陸上２年、海上・航空３年を１
任期として採用されます。体力
と技術を磨きつつ、職域に関連
した資格・免許の取得もできま
す。

入隊後、最短２年9ヶ月で3曹へ
昇任します。

６年間の教育でパイロット・戦
術航空士（海）を養成します。

３年間の教育で正看護師を養成
します。国家資格取得後、２等
陸曹へ昇任します。

文部科学省大学設置基準に準拠
していますので、卒業時に人文
科学・社会科学・理学・工学の
学位が授与されます。卒業後は、
幹部候補生学校で教育を受け、
約1年後に3等陸・海・空尉（パイ
ロット要員含む）に昇任します。

医師である幹部自衛官となる者
を養成します。国家資格取得後、
2等陸・海・空尉に昇任します。

国会の法案通過後に、新制度へ
移行の予定です。詳細は決定次
第、ご案内いたします。

※応募希望者は下記までお問合せください

URL: http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/　　i-mode: http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/i/index.htm
E-mail: hpl-yamanashi@pco.mod.go.jp

自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所
住所：大月市御太刀２−８−10　　TEL 0554-22-1298

▲



農ビ・ポリ・クサビ・肥料袋・育苗箱・苗ポット・ポリ花鉢など

防鳥ネット等・マルチ類・ブルーシートなど
※農協から処理代として回収袋（１袋500円）を事前に購入して
ください。回収袋に入れてないものについては収集しませんので、
出してはいけません。

農 業 用 廃

プラスチック

回収分類表

分類Ⅰ

分類Ⅱ

（７）

農業用廃プラ（使用済みのマルチビニールやポリフィルムなど。）は、「廃棄物の処理および清掃に関

する法律」によって排出者である農家自らの責任において処理することが義務づけられています。

この法律では、農業用廃プラをみだりに捨てたり、野焼きをしたりすると罰せられます。道志村では、

これまでも農業用廃プラの再利用を目的に収集しており貴重な資源のリサイクルに寄与しております。

次の注意事項をよく読んでルールを守りご協力ください。（分類Ⅱについては有料の専用回収袋が必

要となります。）

※注意事項
◎　農業用廃プラ、役場前収集場所に指定日の午前７時〜10時までに出してください。それ
以外の時間には出さないでください。
◎　廃プラは、塩化ビニール、ポリエチレン系などの性質が違うので、種類ごとに分別して
束ねてください。
処理機械の故障の原因となりますので、土砂は除去し、ゴミや金物などの異物は絶対に
入れないでください。
◎　梱包（荷造り）する時、分別Ⅰは10〜15kg程度にして、２箇所又は十字にヒモで結束
してください。
分類Ⅱについては、農協で回収袋を購入して入れて出してください。

収集場所　役 場 前
�収 集 日　７月16日（木）　午前７時〜10時　　収集日以外には絶対に出さないでください。
�次回収集予定　本年12月頃になります。

【問合わせ先】　道志村役場産業振興課�農政担当　TEL 52−2114

農業廃棄プラスチックの収集について

八
月
十
日
に
菜
畑
山
の
道
志
テ

レ
ビ
中
継
局
か
ら
、
九
月
に
御
牧

戸
山
（
鳥
井
立
）
の
秋
山
テ
レ
ビ

中
継
所
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

道
志
お
よ
び
秋
山
中
継
局
の
放

送
エ
リ
ア
と
放
送
局
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
受

信
機
が
必
要
で
す
。

な
お
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
（
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
）
で
受
信
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

☎
０
５
５(

２
２
２)

１
３
８
０

h
ttp
://w

w
w
.n
h
k
.o
r.jp
/k
o
fu
/

山
梨
放
送
（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
）

☎
０
５
５(

２
３
１)

３
２
２
６

h
ttp
:/
/
w
w
w
.y
b
s
.n
e
.jp
/

テ
レ
ビ
山
梨
（
Ｕ
Ｔ
Ｙ
）

☎
０
５
５(

２
３
２)

１
１
５
０

h
ttp
:/
/
w
w
w
.u
ty
.c
o
.jp
/

道志

１ 33ch 15ch

２ 35ch 13ch

４ 32ch 17ch

６ 34ch 14ch

ＮＨＫ
総　合

放送局名 リモコン
番号

ＮＨＫ
教　育

山梨放送

テレビ
山　梨

秋山

デジタル放送サービスエリア

※エリア内であっても、地形やビル
陰等により電波が遮られる場合な
どは視聴できないことがあります。

 
 

秋山中継局秋山中継局 
（９月開局）（９月開局） 

 
 

秋山中継局 
（９月開局） 

道志中継局道志中継局 
（８月開局）（８月開局） 

 
 

道志中継局 
（８月開局） 

 
 

▲
▲

▲



平成21年７月１日（８）

4
午前中のみ診察

11
午前中のみ診察

18
午前中のみ診察

25
午前中のみ診察

8／1
休　診

2
研修のため休診

9
研修のため休診

16
研修のため休診

23
研修のため休診

30
研修のため休診

1

8

15

22

29

6／30
午前：胃カメラ

7
午前：胃カメラ

6

14
午前：胃カメラ

21
午前：胃カメラ

28
午前：胃カメラ

6／29

13

20
海の日

27

5

6／28

12

19

26

3

10

17
午後：乳幼児健診

24

31
休　診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

七
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
健診結果は如何だったでしょうか？昨年の数値よりも良くなった方、悪くなってしまった方いらっし

ゃると思います。治療中の方は通われている医療機関に検査結果を持参していただいて、主治医と今後

の方針を決定する際の参考にしてください。また今回初めて異常値が出た方で質問等があれば、当院で

もお答えしますので、お気軽に受診してください。今回は、日本に推定4000万人いると言われている

高血圧症についてのお話しです。

まずはじめに、以下のような言葉を耳にされたことはないでしょうか？

○白衣高血圧・・・自分で家庭で測った血圧は正常ですが、病院で白衣を着た人に測ってもらうと

「高血圧」になる状態。緊張やストレスで血圧が上がる状態と同じ。

●仮面高血圧・・・病院で測る血圧は正常なのに、家庭で測る血圧が意外に高い状態。

例1）仕事でストレスのある方で、病院にいるほうが気が楽になる場合。

例2）朝、降圧薬を飲んでから受診しているので、午前中の受診時には血圧が下

がっているが、夜間は高血圧となっている場合。

これら２つの高血圧は、その人の血圧状態を正しく反映していない、いわゆる‘嘘つき’の高血圧

(血圧)なのです。

血圧はいつも一定ではなく、運動、仕事、食事、入浴等の影響で絶え間なく変動しています。それに

加えて、非日常的な環境である病院・診療所での血圧測定が、上記のような‘嘘つき’の高血圧を生み

出してしまいます。そのため、私は当診療所に受診していただいている高血圧症の方には、基本的にご

自宅での血圧�(家庭血圧)測定をお勧めしています。そうすることで、その人の血圧の高い、低いを正確

に評価できますし、降圧薬による治療を受けている方の治療効果についても知ることができます。また

これまでの医学研究から、「診察室血圧が140／90未満とコントロール良好でも、家庭血圧が135／

85mmHg以上であれば(仮面高血圧)、その後の心筋梗塞や脳卒中になる危険性が約２倍に上昇する」と

いった報告もあります。ですから、どうしても家庭での血圧が知りたくなってきます。

血圧の降圧目標は次の通りです。診察室血圧で140／90mmHg未満、家庭血圧で135／85mmHg未満

です。血圧測定のタイミングは、起床後1時間以内で排尿後、１−２分の安静のあとです。降圧薬服用

前、朝食前が望ましいです。つまり朝ごはんの前に一息ついて血圧測定してください。(可能ならば、

就寝前にも測定してください。)�これを続けていけば、自身の血圧がどういった上がり下がりをしてい

るのか分かりますし、降圧薬の変更・中止も検討できます。

是非ご自宅で測ってみてください。



（９）

た
。
そ
れ
で
も
友
達
と
の
宿
泊
や
カ

レ
ー
作
り
に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り
組

み
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
（
金
）
の
午
後
か
ら

祖
父
母
参
観
を
行
い
ま
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
手
伝
っ
て

い
た
だ
い
て
、
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
・
よ

も
ぎ
だ
ん
ご
・
竹
と
ん
ぼ
・
お
手
玉

な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

多
い
九
十
一
人
の
参
加
が
あ
り
、
小

学
校
も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
・
二
十
二
日
。
一
泊

二
日
の
修
学
旅
行
で
し
た
。
新
型
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
関
東
で
も
発
生

し
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
に
予

定
通
り
実
施
で
き
ま
し
た
。
六
年
生

は
鎌
倉
や
東
京
で
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
・
二
十
九
日
に
森
の

コ
テ
ー
ジ
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

し
た
。
二
日
間
と
も
あ
い
に
く
の
雨

で
、
外
の
活
動
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

こ
の
テ
ー
マ
で
児
童
会
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
運
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
中
心
に
た

く
さ
ん
の
取
り
組
み
が
児
童
総
会
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
会
執
行
部

の
提
案
に
ク
ラ
ス
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
意
見
が
出
さ
れ
て
、
活
発
な
話
し

合
い
が
で
き
ま
し
た
。

学校だより 道志小学校 (第43号）

◎
な
か
よ
し
い
っ
ぱ
い

笑
顔
い
っ
ぱ
い

道
志
っ
子

◎
楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行

◎
五
年
生
は
キ
ャ
ン
プ
に

い
き
ま
し
た

◎
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う



平成21年７月１日（10）

◆
村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業

【
文
化
週
間
】
に
て
展
示
す
る
た
め
の

「
歴
史
資
料
」
を
募
集
し
ま
す

道
志
村
は
明
治
二
二
年
七
月
一
日
に
村

制
施
行
さ
れ
、
平
成
二
一
年
七
月
一
日
を

も
っ
て
、
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

道
志
村
の
「
歴
史
資
料
」
を
募
集
し
ま
す
。

お
手
持
ち
の
、「
道
志
村
の
過
去
を
振
り
返

る
歴
史
資
料
」
の
ご
提
供
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

・
ご
提
供
頂
き
た
い
物
の
例

道
志
村
に
関
す
る
「
古
文
書
」
な
ど

（
＝
「
歴
史
資
料
」
の
例
）

ま
た
、
道
志
村
の
歴
史
に
関
す
る
「
写

真
」
な
ど

・
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
の
文
化
週
間

に
「
歴
史
資
を
展
示
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日（
金
）

ま
で

○
応
募
先
　
道
志
村
教
育
委
員
会

（
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
〇
五
五
四
‐
五
二
‐
一
〇
二
〇

◆
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
（
Ｓ
・
Ｋ
・

Ｙ
広
域
圏
）
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
！

＊
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・
広
域
圏
と
は
＊

静
岡
県
（
Ｓ
）、
神
奈
川
県
（
Ｋ
）、
山

梨
県
（
Ｙ
）
の
頭
文
字
を
取
り
、
日
本
を

代
表
す
る
観
光
圏
域
で
あ
る
富
士
箱
根
伊

豆
地
域
の
こ
と
を
、
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・
（
ス

カ
イ
）
広
域
圏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

富
士
山
を
中
心
と
し
た
富
士
箱
根
伊
豆

地
域
で
は
、
三
県
内
の
三
八
市
町
村
で
、

「
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
市
町
村
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
立
し
、
活
気
あ
ふ
れ

る
圏
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
県
境
を
越

え
た
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
市
町
村
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
は
今
年
一
〇
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
連
携
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

選
ば
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
す
る
な
ど
、
圏

域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
た
め
に
、

幅
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

・
募
集
内
容

「
Ｓ
」「
Ｋ
」「
Ｙ
」
の
文
字
が
入
っ
て

お
り
、
富
士
箱
根
伊
豆
地
域
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
も
の

色
彩
は
自
由
（
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
も
使

用
で
き
る
も
の
）
自
作
の
未
発
表
作
品

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
く
ら
し
の
情
報 

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 

 

 
 

   

 
   

 

 

子
育
て 

   

 
   

 

募
集 

 

   

・
募
集
期
限

平
成
二
一
年
九
月
一
〇
日（
木
）

当
日
消
印
ま
た
は
受
信
有
効

・
応
募
方
法

専
用
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と

必
要
事
項
を
記
入
し
、
小
田
原
市
企
画
部

企
画
政
策
課
へ
郵
送
ま
た
は
指
定
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信

・
賞
金
・
記
念
品

最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
１
点
（
賞
金

一
〇
万
円
と
名
産
品
詰
め
合
わ
せ
）

優
秀
賞
　
３
点（
名
産
品
詰
め
合
わ
せ
）

（
受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場
合
は
、

賞
金
相
当
額
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。）

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
窓
口

に
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
、
富
士
箱
根
伊
豆

交
流
圏
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
専
用

応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
Ｈ
Ｐ

h
ttp://w

w
w
.3pref-sky

.com
/in
dex
.h
tm
l

▲
七
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

晴
れ
間
の
日
差
し
を
強
く
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
強
い
紫
外
線
は
帽
子
や

日
焼
け
止
め
で
出
来
る
だ
け
あ
た
る
部
分

を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
保
育
所

入
所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
離
乳
食
・
手
づ
く
り
お
や
つ
を

作
っ
て
試
食
し
て
み
よ
う
！

日
時
　
七
月
七
日（
火
）

午
前
十
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
・
お
や
つ

作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
も
お
友
達
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
す
。

◎
楽
し
く
３
Ｂ
体
操
を

や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
七
月
二
十
一
日（
火
）

午
前
十
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
大
森
な
な
子
先
生

内
容
　
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ
き

り
体
を
動
か
せ
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
だ
け

で
な
く
大
人
も
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。
乳
児
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）

☎
五
二
‐
二
一
一
三
　



▲
む
し
歯
の
な
い
３
歳
児
表
彰

平
成
二
一
年
度
に
実
施
し
た
乳
幼
児
健

診
に
於
い
て
、
む
し
歯
の
な
い
子
に
対
し

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
保
育
所

入
所
児
が
三
名
対
象
と
な
り
、六
月
八
日
、

保
育
所
の
お
友
達
の
前
で
村
長
か
ら
表
彰

状
と
副
賞
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
藤
大
雅
く
ん
（
谷
相
）

保
護
者
　
佐
藤
俊
範

・
杉
本
肴
星
く
ん
（
大
指
）

保
護
者
　
杉
本
真
一

・
佐
藤
徳
磨
く
ん
（
馬
場
）

保
護
者
　
佐
藤
徳
敏

表
彰
の
前
に
は
、
歯
磨
き
習
慣
が
身
に

つ
く
よ
う
保
育
園
児
に
対
し
、
虫
歯
の
出

来
や
す
い
と
こ
ろ
、
歯
磨
き
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
磨
き
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

○
麻
疹
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種

に
つ
い
て

麻
疹
（
は
し
か
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
く
空
気
感
染
や
飛
沫
感
染
（
せ

き
、
く
し
ゃ
み
）
、
接
触
感
染
（
ウ
イ
ル

ス
の
付
い
た
物
、
手
洗
い
の
不
十
分
な
手

指
な
ど
）
に
よ
っ
て
人
か
ら
人
へ
う
つ
り

ま
す
。

そ
の
感
染
力
は
大
変
強
く
、
麻
疹
の
免

疫
の
な
い
集
団
に
１
人
の
発
病
者
が
い
た

場
合
12
人
か
ら
１４
人
に
感
染
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

後
１０
日
〜
12
日
間
の
潜
伏
期
間
の
の
ち

38
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
な
ど
が
現
れ
、
発

熱
は
耳
後
部
や
頚
部
か
ら
出
始
め
て
、
発

疹
が
全
身
に
広
が
り
続
け
ま
す
。
数
日
続

く
高
熱
の
た
め
体
力
が
消
耗
し
、
麻
疹
の

主
症
状
の
ほ
か
に
合
併
症
（
肺
炎
、
脳
炎
、

中
耳
炎
）
や
他
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
、
体
力
等
の
回
復
に
は
暫
く
時
間
が
か

か
る
重
い
病
気
と
い
え
ま
す
。

麻
疹
は
強
い
感
染
力
の
た
め
マ
ス
ク
で

の
予
防
は
難
し
く
、
予
防
手
段
と
し
て
は

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
を
得
る
こ
と

で
す
。

予
防
接
種
を
推
奨
す
る
時
期
は
、
満
１

才
の
誕
生
日
ご
ろ
（
第
一
期
）
、
小
学
校

入
学
前
（
第
二
期
）
で
す
。
ま
た
、
追
加

接
種
で
は
中
学
校
１
年
、
高
校
３
年
相
当

（
第
三
期
、
第
四
期
）
が
あ
り
平
成
24
年

度
ま
で
は
公
費
助
成
対
象
で
す
。
夏
休
み
等

の
期
間
を
利
用
し
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

地
域
保
健
課

☎
〇
五
五
五-�

二
四-�

九
〇
三
五

○
難
病
（
特
定
疾
患
）
患
者
へ
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
て

い
な
い
病
気
を
難
病
と
い
い
ま
す
。

難
病
の
う
ち
、治
療
が
極
め
て
難
し
く
、

症
状
が
長
期
化
し
、
単
に
経
済
的
な
問
題

の
み
な
ら
ず
、
介
護
な
ど
に
著
し
く
負
担

が
か
か
り
、
ま
た
、
精
神
的
な
負
担
の
大

き
い
疾
病
45
疾
患
を
国
が
特
定
疾
患
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
疾
患
に
認
定
さ
れ
、「
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

と
、
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
は
、
病
気
の
重
症
度
、

所
得
の
状
況
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
の
う
え
、

保
健
所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
保
健
所
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
療
養
生
活
に
関
す
る
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、左
記
に
問
合
わ
せ
頂
く
か
、

山
梨
県
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
難
病
支
援
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

健
康
支
援
課

☎
〇
五
五
五-�

二
四-�

九
〇
三
四

○
「
病
院
敷
地
内
全
面
禁
煙
」

に
つ
い
て

当
院
は
公
的
医
療
機
関
と
し
て
、
受
動

喫
煙
防
止
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現

状
で
は
病
院
入
り
口
に
喫
煙
場
所
を
設
置

し
分
煙
対
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
最
適

な
治
療
環
境
の
提
供
と
健
康
増
進
の
た
め
、

平
成
二
一
年
七
月
一
日
か
ら
敷
地
内
全

面
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
は
も
と
よ
り
、
患
者
様
や
そ
の
家

族
及
び
お
見
舞
い
の
方
な
ど
、
病
院
に
出

入
り
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
禁
煙
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
灰
皿
に
就
き
ま
し
て
は
、
七
月

一
日
に
撤
去
い
た
し
ま
し
た
。

山
梨
赤
十
字
病
院

○
「
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
」

開
催
に
つ
い
て

森
や
ダ
ム
、
川
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、「
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど

い
」を
深
城
ダ
ム
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

・
日
程
　
七
月
二
六
日
（
日
）
　

一
〇
時
〜
一
五
時

（
小
雨
決
行
）

（11）

 
   

 

 
 

 

お
知
ら
せ

お
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ら
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お
知
ら
せ 



・
内
容

ボ
ー
ト
乗
船

先
着
一
〇
〇
名（
小
学
生
対
象
）

ダ
ム
内
見
学

先
着
一
〇
〇
名

カ
ブ
ト
ム
シ
無
料
配
布

先
着
五
〇
名
（
小
学
生
対
象
）

※
流
木
無
料
配
布
、
ビ
デ
オ
上
映
、
木
工

教
室
（
丸
太
切
り
体
験
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

教
室
・
ウ
ッ
ド
パ
ズ
ル
）
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
麦
茶
無
料
配
布
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
（
無
料
）
、
葛
野
川
発
電
所
見
学

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
車
の
工
作
教
室
（
人

数
制
限
有
り
）
、
山
梨
県
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
展
示
、
特
産
物
販
売
、
食
品

（
や
き
そ
ば
、
焼
き
も
ろ
こ
し
等
）
販
売
、

そ
の
他
各
種
催
し
物
を
予
定

・
参
加
費

参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
場
　
所

山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所
　
　
　
　

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
二
三
〇
八-�

一
一

・
問
合
わ
せ
先

☎
〇
五
五
四-�

二
四-�

七
〇
六
二

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

(

土
日
祝
日
を
除
く)

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/d

a
m
u
-fk
/in
d
e
x
.h
tm
l

○
夏
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

—
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
—

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が

難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
平
成
二
一
年
七
月
一
五
日（
水
）
　

〜
七
月
一
八
日（
土
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
一
〇
〇
九
）

幼
児
指
導
室

対
象
児
　
〇
歳
児
よ
り

相
談
内
容

一
、
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

二
、
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

三
、
聴
力
測
定

四
、
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
締
め
切
り
は
七
月
一
〇
日（
金
）

午
後
五
時
ま
で
）

問
合
わ
せ
先

☎
〇
五
五-�

二
二-�

一
三
七
八

〇
五
五-�

二
二-�

六
四
一
九

E
-m
a
il
so
d
a
n
@
ro
g
a
k
o
.k
a
i.e
d
.jp

（
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚
）

・
費
用
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

・
電
話
や
Ｅ
メ
イ
ル
で
の
相
談
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相

談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

○
夏
の
Eye
愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
日
時
及
び
会
場

七
月
一
一
日（
土
）、
一
二
日（
日
）

八
月
二
九
日（
土
）、
三
〇
日（
日
）

山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
二
—
一
〇
—
二
）

☎
〇
五
五-�

二
二
六-�

三
三
六
一

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
一
〇
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
相
談
費
用
　
無
料

・
申
し
込
み
方
法
　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
平
日

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

・
問
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
担
当
（
佐
田
）

☎
〇
五
五-�

二
二
六-�

三
三
六
一

〇
五
五-�

二
二
六-�

三
三
六
二

○
不
要
に
な
っ
た
児
童
用
机
・
椅
子

の
引
き
受
け
先
を
探
し
て
い
ま
す

道
志
小
学
校
で
は
、
児
童
用
机
・
椅
子

の
入
れ
替
え
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
ま
で
使
用
し
て
き
た
机
・
椅
子
が

不
要
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
分
け
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・
品
名
及
び
数

児
童
用
机
及
び
椅
子
39
台

（
机
・
椅
子
は
小
学
生
用
の
た
め
小
さ

め
で
す
）

・
申
込
先

道
志
小
☎
五
二
‐
二
〇
一
三

・
引
き
渡
し
場
所

道
志
小
１
階
プ
レ
ル
ー
ム

・
引
き
渡
し
日
・
時
間

七
月
二
十
二
日(

水
）
〜

二
十
四
日(

金
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

・
申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
一
〇
日(

金
）

※
期
間
内
に
、
道
志
小
学
校
に
直
接
受
け

取
り
に
来
る
こ
と
が
可
能
な
方
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
用
の
机
・
椅
子
と
い
う
正

確
上
、
規
格
へ
の
ご
希
望
に
つ
い
て
は

ご
容
赦
願
い
ま
す
。

平成21年７月１日（12）
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水
源
の
郷

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

竣
工
祝
う

道
志
村
住
民
が
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
総

合
交
流
施
設
「
水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
り
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し
、
五
月
二
七
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
山
梨
県
、
横

浜
市
及
び
道
志
村
の
関
係
者
約
一
二
〇
人
の

出
席
を
い
た
だ
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、

旧
唐
沢
小
学
校

跡
地
に
建
設
さ

れ
、
体
育
館
施

設
と
併
用
し
て

多
目
的
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
施

設
の
名
称
は
、

道
志
小
学
校
全

児
童
の
み
な
さ

ん
か
ら
多
く
の

提
案
を
い
た
だ

き
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
村
の
花
が
「
や

ま
ゆ
り
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
決
定
に

至
り
ま
し
た
。

当
施
設
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
む
ら
づ
く

り
を
目
指
し
、
村
の
産
業
、
福
祉
、
教
育
及

び
文
化
の
向
上
と
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め

の
拠
点
施
設
と
し
て
ま
た
、
耐
震
性
を
備
え

た
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
も
併
設
す

る
も
の
で
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全
を
備

え
た
総
合
施
設
で
す
。
こ
の
施
設
が
道
志
村

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

「
第
６
回
道
志
村
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た

五
月
二
三
日
（
土
）
二
四
日
（
日
）
の

両
日
「
道
の
駅
ど
う
し
芝
生
広
場
」
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
村
内
で
活
躍
し
て
い
る
作
家

の
方
々
一
四
名
が
参
加
し
、
住
民
の
皆
さ

ま
や
道
の
駅
を
訪
れ
た
お
客
様
と
の
会
話

を
交
え
た
テ
ン
ト
販
売
に
よ
り
、
深
い
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
ク
ラ
フ
ト
フ

ェ
ア
を
通
じ
、
道
志
村
の
産
業
振
興
、
観

光
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。な

お
、
次
回
は
九
月
に
同
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
催
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
広
報
を
通
じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道志村トピックス

第
一
回
道
志
村
ト
レ
イ
ル

レ
ー
ス
終
了
！

〜
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
〜

五
月
十
七
日
（
日
）
に
道
志
中
学
校

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
を
会
場
と
し
て
、

山
梨
百
名
山
四
つ
を
含
む
総
距
離
43
・
３

Km
の
「
第
一
回
道
志
村
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
第
一
回
大
会
及
び
村
制
１

２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
か
ら
七

一
四
名
（
内
招
待
選
手
十
一
名
）
の
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
、
道
志
村
の
大
自
然
を

最
大
限
に
活
か
し
た
コ
ー
ス
と
環
境
に
配

慮
し
た
「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」
の
導
入
な
ど

「
日
本
一
の
水
源
の
郷
」
を
め
ざ
す
道
志

村
独
自
の
大
会
と
し
て
全
国
に
道
志
村
の

名
前
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
消
防
団
・
体
育

協
会
・
猟
友
会
・
交
通
安
全
協
会
道
志
支

部
等
村
内
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総

勢
二
五
〇
名
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。「

第
36
回
県
消
防
救
助
技
術
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

六
月
一
九
日
（
金
）
北
杜
市
長
坂
町
の

峡
北
消
防
本
部
長
坂
消
防
署
訓
練
場
に
お

い
て
、
県
内
一
〇
消
防
本
部
か
ら
約
一
八

〇
人
が
七
種
目
に
出
場
し
、
隊
員
が
日
ご

ろ
鍛
え
た
救
助
技
術
（
早
さ
や
安
全
性
）

を
競
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
道
志
出
張
所
水
越
康
貴
副
士

長
が
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
の
部
に
都

留
市
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
第

二
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

健
闘
を
称
え
ま
す
。

ま
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
交
流
の
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



　今年４月に道志村村制１２０周年を記念して創設された道志村子ども太鼓クラブが、５月３１日（土）横

浜公園にて開催された横浜開港記念バザーに招待され初公演を行いました。３０人の子供たちが参加し、観

客約５００人が見守る中、やや緊張した面持ちで「富士山三段返し」、「ドンドコ囃し」、「若鮎太鼓」の

３曲を熱演し、盛大な拍手をいただきイベントに花を添えました。

子ども太鼓クラブ今後の予定
　７月 ５日（日）　道志村１２０周年記念式典　　出演決定　場所　やまゆりセンター

　８月14日（金）　納涼盆踊り大会　出演決定　場所　村民グラウンド

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在その他出演交渉中多数！？

 　　　　　　　　　　　問合わせ先　役場総務課内

 　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども太鼓クラブ事務局　☎52－2111

子ども
太鼓クラブ初公演演

      
～ 横浜開港バザー ～

平成21年７月１日（14）



園田さんで38人目となります。

（15）

白
しら

井
い

穂
ほの

花
か

ちゃん（東神地）

平成18年12月15日生
父��一博さん　母��万里さん

室久保　竹下五月さん

山法師（やまぼうし）　　花言葉 ：友情

よく手入れされた庭先に、白い十字架の花を咲

かせていました。山法師の名前は、中央の丸い花

穂を坊主頭に、４枚の白い花びらを白い頭巾に見

立て、比叡山延暦寺の「山法師」になぞらえた。
坂本さんで40人目となります。

感謝の気持ち
釜之前　 坂本キヌ子さん

娘の勧めから東京
都多摩市から道志村
に移り住んだのは平
成14年の７月、７
年が過ぎました。

夫は仕事の都合で
週末の生活。体を動
かすことが大好き

で、家庭菜園から手を伸ばし借りた土地
の畑づくりに精を出しておりました。四
季に富んだ道志村を私は満喫しておりま
した。

夫も会社の都合により、新聞配達や郵
便配達の仕事で道志村での生活がはじま
りました。

夫は働くことと、仕事柄人と接するこ
とが大好き。人がだれでも持っているや
さしさや思いやりを、周囲の人や人物や
生物、自然や環境のために役立つことを
すれば自分自身のことになると・・そん
な信念だったかと思います。夫は昨年死
去。夫から学んだり助けられたりしたこ
とも数多く一人になってつくづく感じら
れます。

田舎暮らしでしか味わえない不便さの
中で知りえた人と人とのつながりが、お
金にはかえられない大切な宝物です。

多くの人に支えられているからこそ周
囲への感謝を忘れずに、誰もがいきいき
と豊かに暮らしていけるように、お互い
に支え合い、学びあう活動に参加して楽
しい毎日を過ごしていきたいと思います。

道志村は老いた一人暮らしには移動が
応えます。以前、試験運行された「ふれ
あいバス」の復活に思いを寄せております。

村政施行120周年記念式典の開催について
７月５日午前10時30分から「やまゆりセンター」において村政施行記

念式典が行われます。午後から絵本作家　永田萠さん基調講演・子ども

環境サミット・郷土芸能の集いなどが行われます。午後の部は、何方で

も会場に入ることができますので、お気軽にご来場下さい。

10:30−12:00　記念式典　　　　　　　　　　　　　　

13:00−14:00　講演「水を守る・夢を守る」講師　童話作家�永田萠さん

14:05−15:25　水源の里子ども環境サミットin.doshi

道志中学校生徒・横浜市みたけ台中学校・京都府綾部

市上林中学校�

15:35−16:30　郷土芸能の集い（ちんじゅの森・子ども太鼓クラブ・

川原畑神楽・神地おきゅうだい）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

川
原
畑
　
　
佐
藤
志
づ
江
　
　
九
七
歳

東
和
出
村
　
諏
訪
本
ヤ
ヨ
イ
　
八
五
歳

板
橋
　
　
　
長
田
豊
明
　
　
　
八
三
歳

椿
　
　
　
　
佐
藤
天
子
　
　
　
七
三
歳

東
神
地
　
　
山
口
由
郎
　
　
　
八
八
歳

（
五
月
届
出
）

慶

弔



道志村制120周年 

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http ://www.v i l l . dosh i . lg . jp/

この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

村政施行１２０年を迎え、改めて施行時から今日に至る歴史を振り返り、今つき当たっている問題や新しい

ことがらについて、お互いが知恵を出し合って新しい道志村を考える必要な時期だと思います。毎日が最上で

あり、最高であり、かけがえのない一日でありますように。

Ｈ21.6.１現在　世帯数：625世帯　人口：1999人 (男：996人　女：1003人）発行　道志村役場

昭和四十四年八月　平和島温泉清遊記念

昭和四十三年　伊豆下田遊覧　史蹟　了仙寺参拝記念

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の
昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
道
志
村
の
過
去
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲

載
を
希
望
し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

写真提供：松岡住雄さん

編集
後記


